
定例会中に開催された委員会の

審査や活動を報告 します。

(各委員会に付託された議案の審査結果は 8ページ)

務1財政委員会

医療費控除の特例 を創設

山倉委員長 廣方副委員長  永水委員

田中委員   田中委員   中村委員

嘉

麻

市

税

条

例

の

一

部

を

改

正
す

る

条

例

本
案
は
、
地
方
税
法
及

び
所
得
税
法
等

の

一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ

れ
、
そ
の
改
正
規
定

の

一

部

が
平
成

２９
年

１
月

１

日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
伴

い
、
条
例
に
所
要
の

改
正
を
行
う
た
め
提
案
さ

れ
た
も
の
で
す
。

執
行
部
よ
り
、　
一
点
目

の
改
正
は
、
最
高
裁
判
所

の
判
決
を
踏
ま
え
、
市
民

税
等
に
お
け
る
延
滞
金

の

計
算

の
基
礎
と
な
る
期
間

の
見
直
し
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

二
点

目

の
改

正
は
、

セ

ル
フ
メ
デ

ィ
ヶ
ｌ

シ

ョ
ン

（
自
主
服
薬
）
推
進

の
た

め

の
ス
イ

ツ
チ

Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬

控
除

（
医
療
費
控
除

の
特

例
）

の
創
設

で
あ
る
。

三
点

目

の
改

正
は
、

日

本
と
台
湾
と

の
間

で

の
二

重
課
税
を
回
避
す

る
等

の

措
置
を
講
ず

る
た
め
、
法

律
が
改

正
さ
れ
た

こ
と

に

伴

い
、
条
例
に
特
例
を
追

加
す
る
と
と
も
に
、
文
言

等

の
整
理
を
行
う
も

の
で

あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

委
員
よ
り
、
ス
イ

ッ
チ

Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
と

は
何
か
と

の

質
問

に
対
し
、
厚
生
労
働

省

の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

で
も

確
認
で
き
る
が
、
医
療
用

か
ら
転
用
さ
れ
た
医
薬
品

で
ド
ラ

ッ
グ

ス
ト
ア
等

で

も
販
売
さ
れ

て
お
り
、
今

後

は
販
売
店
が
領
収
書

に

「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
療
費
控
除
対

象
分
」
と
記
載
す

る
こ
と

に
な

っ
て
い
る
と

の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、

二
重
課
税
を
回

避
す

る
た
め

の
今

回

の
措

置
は
、

日
本
と
台
湾
だ
け

な

の
か
と

い
う
質
問
に
対

し
、
他

の
国
と
は
租
税
条

約
を
結

ん

で
い
る
と

の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
全
会

一

致

で
可
決

し
ま
し
た
。

※
本
会
議

で
は
、
全
会

一

致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議会だよりかまし(43号 )



民1生
‐
六教委員

「ふ る さ と交流館 なつ きの湯 」

ほか 4施設

指定管理者決定

鰺

崚響

攀

岩永委員長  新

い（置爾摯″晰 嘉

麻

市

ふ
る

さ

と
交

流

館
な

つ
き

の
湯
等

の
指

定
管

理
者

の
指
定

本
案
は
、
ふ
る
さ
と
交

流
館
な

つ
き

の
湯
、
山
田

い
こ
い
の
家

「
白
雲
荘
」
、

嘉
穂
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

稲
築
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

稲
築
老
人
憩

の
家

の
５
施

設
の
管
理
者
を
指
定
す
る

た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で

す
。執

行
部
よ
り
、
公
募
に

よ
り
指
定
管
理
者
を
募
集

し
、
株
式
会
社
ト
キ
ワ
ビ

ル
商
会

１
社

の
申
請
が
あ

っ
た
。

公

の
施
設
指
定
管

理
者

審
査
委
員
会

に
お

い
て
、

提
出
さ
れ
た
申
請
書
類

の

内
容
審
査
及
び
団
体

へ
の

ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行

い
、
総

合
的

に
判
断

し
て
指
定
管

理
者
を
決
定

し
た
も

の
で

あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

委
員
よ
り
、
管
理
業
務

の
範
囲
を
問
う
質
問

に
対

し
、
敷
地
内

の
植
木
や
側

溝
、
施

設
内

の
駐
車
場
、

そ

の
施
設
に
関
わ
る
部
分

が
管

理

の
範
囲

で
あ

る
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
施
設

の
修
繕
基

準
を
明
記
し
た
も

の
が
あ

る

の
か
と

の
質
問

に
対
し
、

明
確
な
基
準

は
な

い
が
、

修
繕
費
を
全

て
使

い
切

っ

て
し
ま

つ
た
場
合
や
修
繕

費

が

２０

万

円

を

超

え

る

場
合

に
は
、
協
議
を
行
う

こ
と
が
規
定
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、

温
浴
施

設
は
福

祉
施
設

で
あ
る
た
め
、

民

間

の
業
者

に
委
託
す

る
と

い
う

こ
と
は
、
働
く
人
た

ち

の
労
働
条
件
を
切
り
詰

め
て
利
益
が
出

て
い
る
と

い
う
意
味

で
委
託
す

る

こ

と
に
賛
成

で
き
な

い
と

の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
賛
成
多

数

で
可
決

し
ま
し
た
。

※
本
会
議

で
は
、
賛
成
多

数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「

ふるさと交流館なつきの湯

中嶋委員

漑

峰
北冨委員長  田上副委員長

「キャンプ村」

指定管理者決定
ε

嘉

麻

市

キ

ャ

ン
プ

村

の

指
定
管

理
者

の
指
定

本
案
は
、
キ
ャ
ン
プ
村

の
指
定
管
理
者
と
し
て
株

式
会
社
プ
チ
ラ
イ
フ
を
指

定
す
る
た
め
提
案
さ
れ
た

も
の
で
す
。

執
行
部
よ
り
、
管
理
を

行
わ
せ
る
施
設
は

「
古
処

山
キ
ャ
ン
プ
村
」
と

「
馬

見
山
キ
ヤ
ン
プ
村
」

の
２

施
設
で
あ
り
、
期
間
は
、

平
成

２９
年

４
月

１
日
か

ら
平
成

３２
年

３
月

３‐
日

ま
で
の
３
年
間
で
あ
る
。

公
募
で
募
集
を
行

っ
た

と
こ
ろ
、
応
募
は
当
該
団

体
１
社

の
み
で
あ
り
、
提

出
さ
れ
た
事
業
計
画
の
内

容
な
ど
に

つ
い
て
総
合
的

に
審
査
し
た
結
果
、
十
分

な
管
理
運
営
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
と
判
断
し
た
の

で
、
候
補
者
と
し
て
選
定

し
た
も
の
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
古
処
山
は

登
山
者
が
多

い
た
め
、
下

山
し
て
来
な
か

つ
た
場
合

の
対
応
な
ど
に
関
す

る
質

問
に
対
し
、
入
山
者
名
を

記
載
す

る
こ
と
に
な

つ
て

い
る

の
で
、

運
営
団
体

に

は
引
き
続
き
そ

の
業
務
を

行
う
よ
う
指
導
す
る
。

ま

た
、
登
山
者
と
連
絡
が
取

れ
な

い
な
ど

の
問

い
合
わ

せ
が
あ

っ
た
と
き
は
、
警

察
署
や
消
防
署
な
ど
に
通

報
す
る
よ
う
指
導
す
る
。

ま
た
、
指
定
管
理
料

は

年
間

７
５
０
万
円
で
あ

る

が
、
運
営
団
体
が
利
益
を

出
し
た
場
合
、
市

に
還
元

す

る
よ
う
に
で
き
な

い
の

か
と

の
質
問

に
対
し
、

キ

ヤ
ン
プ
村

は
事
業
費
だ
け

で
も
年
間

５
０
０
万
円
か

ら

７
０
０
万
円

の
赤
字

で

あ
り
、

こ
れ
を
黒
字

に
転

換
さ
せ
、
利
益
を
出
す

こ

と
は
、
並
大
抵

の
こ
と

で

は
な

い
と
予
想
さ
れ
る

の

で
、

３
年
間
状
況
を
見
て

検
討

し
た

い
と

の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
全
会

一

致

で
可
決
し
ま
し
た
。

※
本
会
議

で
は
、
全
会

一

致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

産業建設委員会

森 委員坂口委員

議会だより かまし(43号 )



議

会

改

革

に
関

す
る

９
丹

定

例

会

の
一最

終

日
に
議‐
会

の
組
一織
ヽ
運
営

婆
律
畑．れめ‐‐‐て蜘酪
員‐Ｆ劉畝

に
．■
る‐‐一議
．奎
・“
．■
に
関

す
一る
調
奪
特
別
委
旱
会

の調
郎・趣知
げ，
」
て‐‐‐‐一

②
議

員
報
酬
に
う

卜

で
一

③
一政
務

活
・動
費

つ

あ
・‐‐‐―り

方

に

つ
い
て

　

　

．

④
一薩
治‐‐
命
意
に
ぢ
卜
て‐‐．

⑤
・そ

の
一他
一議
会

政
・革
に

瀾

‐連
す
一る
淳
一項
●
　
一一

以

上

５

項

目

に

つ
卜

て

協
議
を
重
れ
で
い
ま
す
６

・効

率
的

な

議
会

運
営

を
旧
指

し
、
よ
つ
市
民

‐―こ

開

か
れ

た
議
会

ど

な

る

よ
う
に
調
査
・
研
究

は
今

後

も
継

続
し

て
行

わ
れ

ま
す
。

現
在

ま

で

の
経
．過

等

は
下
記

の
と
お
り
・で
す
。

第

２
回

（
９
月

３０

日
）

特
別
委
員
会

の
進
め
方
、

委
員

の
意
見
集
約
、
資
料

要
求
に

つ
い
て

①
地
域

の
事
情
を
く
ま
な

く
市

に
問
題
提
起

で
き

る
と

い
う
観
点

か
ら
、

議
員
定
数
削
減

に
は
反

対
で
あ
る
。

①
県
内

に
お
け
る
人

口
類

似
団
体

の
議
員
定
数
、

議
員
報
酬
、
政
務
活
動

費

の
比
較

②
県
内

の
市

の
財
政
指
標

③
県
内

に
お
け

る
人

口
類

似
団
体

の
高
齢
化
率

④
県
内
自
治
体

の
政
務
活

動
費

の
使
途
基
準

⑤
市
内

の
誘
致
企
業
及
び

指
定
企
業

の
賃
金
、
平

均
給
与

調

査

特

別

委

員

会

⑥
報
酬
審
議
会

の
資
料

第

３
回

（
１１
月

１８

日
）

委
員

の
意
見
集
約
、
資
料

要
求
に

つ
い
て

①

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
平
均

的
な
賃
金

で
十
分
だ
。

議
員
報
酬
を
上
げ

る
よ

り
下
げ

て
、
議
員
定
数

を
増
や
す

べ
き
。

②
政
務
活
動
費

の
使
途
基

準
を
明
確

に
す

べ
き
。

ま
た
、
金
額

に

つ
い
て

も
見
直
し
が
必
要
。

③
攻
務
活
動
費

は
廃

止
し
、

委
員
会
活
動
を
充
実
さ

せ
る
べ
き
。

④
政
治
倫
理
条
例

の
第

６

条
を
大
幅

に
改

正
す

べ

多

ひ

。

⑤
政
治
倫
理
審
査
会

に
権

限
を
持
た
せ
る
よ
う
、

①
合
併

し
て

い
な

い
類
似

団
体

に
お
け
る
議
員

一

人
当
た
り

の
人

口

②
県
内
あ
る

い
は
筑
豊
地

区

の
企
業

の
平
均
給
与
、

平
均
賃
金

③
議
会
関
係

の
経
費

に
対

す

る
地
方
交
付
税

の
算

入
額

第

４
回

（
１２
月

１３

日
）

委
員

の
意
見
集
約
、
資
料

要
求
に

つ
い
て

①
議
員
定
数
に

つ
い
て
は
、

現
状
維
持
が
妥
当
で
あ

フ（ν
。

政

治

倫

理

条

例

を

強

化
す

べ
き
。

⑥
政
治
倫

理
条
例

は
廃
止

す

る
か
、
抜
け
道

の
な

い
よ
う

に
改

正
す

べ
き
。

②
若

い
方
が
議
員

に
挑
戦

す

る
機
会
を

つ
く
る
た

め
に
も
、
議
員
報
酬
は

上
げ

る
べ
き
。

③
合
併

し
て
予
算

の
削
減

に
も
努
め

て
き

て

い
る

の
で
、
議
員
報
酬

は
現

状
維
持
が
妥
当

で
あ

る
。

④
議
員
報
酬
に

つ
い
て
は
、

ま
ず
、
市
長

に
報
酬
審

議
会
を
招
集

し
て
も
ら

い
、

そ

の
答
申
を
受
け

議
論
す

べ
き
。

⑤
市

民
か
ら
か
け
離

れ
た

金
額

で
あ

っ
て
は
な
ら

な

い
。
議
員
報
酬

は
引

き
下
げ
る
べ
き
。

⑥
議
員
報
酬
を
上
げ
な
け

れ
ば
、
若

い
方
が
議
員

に
な
れ
な

い
。

現
状

に

お

い
て
も
議
員
報
酬

は

生
活
給

で
あ
る
。

⑦
政
務
活
動
費

は
、
議
員

活

動

に

は
な

く

て

は

な
ら
な

い
。
使
途
基
準

を

明

確

に
す

れ
ば

問

題
な

い
。

③

日
曜

日
や
午
後

５
時

以

降

に
議
会

を
開
催
す
れ

ば
、
傍
聴
者

の
増
加
や

他

に
仕
事
を

し
て
い
る

方
が
、
議
員

に
な
る
可

能
性
も
あ

る

の
で
、
議

論

し
て
い
た
だ
き
た

い
。

⑨

よ
り
多
く

の
市
民
が
議

会
を
見
る

こ
と
が

で
き

る
よ
う

に
、
議
会

の
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
中
継

の

導

入
に

つ
い
て
議
論

し

て
い
た
だ
き
た

い
。

①
他

の
自
治
体

に
お
け
る

政
務
活
動
費
使
途
基
準

の
動
向
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